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「ありがとうございました」

募
金
の
総
額
７
８
３
万
余
円

歳
末
助
け
合
い

｢

愛
の
義
援
金｣

児
童
養
護
施
設
な
ど
に
配
分

　
「
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
―
毎
日
新
聞
社
と
当
社

会
事
業
団
が
お
願
い
し
た
07
年
度
の
歳
末
助
け
合
い
募
金
「
愛
の
義
援

金
」
の
集
計
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
海
外
救
援
金
、
小
児
が
ん
征

圧
募
金
を
含
め
た
募
金
総
額
は
１
１
３
６
件
、
７
８
３
万
３
７
１
５
円

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
浄
財
は
児
童
養
護
施
設
や
母
子
施
設
、

障
害
児
施
設
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
新
入
学
や
卒
業
の
祝
い
品
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
福
祉
諸
団
体
へ
の
助
成
金
と
し
て
配
分
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
「
愛
の

義
援
金
」
は
、
07
年

12
月
の
約
１
カ
月
間

を
募
集
期
間
と
し
、

過
去
に
何
ら
か
の
募

金
を
頂
い
た
方
や
歳

末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展

で
ご
購
入
頂
い
た
方

な
ど
約
７
０
０
０
人

の
方
々
に
募
金
の
お

願
い
チ
ラ
シ
を
郵
送

し
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
今
年
度

は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に

バ
ン
グ
ラ
水
害
救
援

金
も
お
願
い
し
た
た

め
、
歳
末
募
金
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
た

が
、
総
件
数
は
１
１

３
６
件
と
前
年
度
比

66
件
減
少
し
た
も
の

の
募
金
総
額
は
７
８

３
万
３
７
１
５
円
と

同
比
41
万
１
２
２
２

円
の
増
だ
っ
た
。
ち

な
み
に
同
時
期
の
バ

ン
グ
ラ
水
害
救
援
金

は
99
件
、
５
８
５
万

１
６
４
５
円
に
の
ぼ

り
、
こ
れ
ら
を
含
め

た
募
金
総
額
は
１
３

６
８
万
５
３
６
０
円

と
１
０
０
０
万
円
を

超
え
た
。

　
今
年
度
、
特
に
目

立
っ
た
の
は
使
途
を

限
定
し
た
指
定
募
金

の
増
加
で
、
海
外
救

援
金
１
０
２
件
、
52

万
４
６
６
６
円
（
前

年
度
23
件
、
14
万
９

９
５
６
円)

▽
小
児
が

ん
征
圧
募
金
90
件
、

48
万
５
３
８
７
円(

同

２
件
、
８
０
０
０
円)

と
、
い
ず
れ
も
前
年

度
を
大
幅
に
上
回
り

指
定
募
金
が
１
０
０

万
円
を
超
え
た
。

　
こ
の
結
果
、
恵
ま

れ
な
い
子
ど
も
た
ち

へ
の
祝
い
品
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
ど
に
充
て
る

歳
末
事
業
資
金
と
な

る
一
般
募
金
は
９
４

４
件
、
６
８
２
万
３

６
６
２
円
と
、
前
年

度
に
比
べ
件
数
で
２

３
３
件
減
、
金
額
で

44
万
円
余
少
な
く
な

っ
た
。
こ
の
た
め
歳

末
事
業
費
の
不
足
分

約
２
３
６
万
円
は
歳

末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
即

売
展
の
益
金
で
補
て

ん
す
る
。

　
募
金
者
の
中
に
は

こ
の
歳
末
募
金
の
た

め
一
年
前
か
ら
コ
ツ

コ
ツ
と
小
銭
を
貯
め

て
準
備
さ
れ
た
方
、

師
走
家
計
簿
の
支
出

予
定
に
組
み
込
ん
だ

方
、
ボ
ー
ナ
ス
の
一

部
を
割
い
た
方
、
個

人
で
毎
年
10
万
円
を

寄
付
さ
れ
る
方
な
ど

さ
ま
ざ
ま
。

　
ま
た
職
場
や
学
校

病
院
、
地
域
、
サ
ー

ク
ル
な
ど
団
体
で
の

募
金
が
多
い
の
も
特

徴
。
特
に
学
校
関
係

で
は
文
化
祭
バ
ザ
ー

の
益
金
や
、
福
岡
市

◇07年度歳末助け合い募金県別集計

件数 金額 件数 金額 件数 金額

北九州市 415 2,950,731 423 2,910,326 -8 40,405

福 岡 市 106 1,130,152 100 695,747 6 434,405

そ の 他 220 1,345,579 251 1,448,768 -31 -103,189

福岡県計 741 5,426,462 774 5,054,841 -33 371,621

山 口 県 275 1,572,735 305 1,618,919 -30 -46,184

佐 賀 県 16 134,000 14 88,804 2 45,196

長 崎 県 36 210,694 37 214,429 -1 -3,735

大 分 県 32 215,100 29 188,000 3 27,100

熊 本 県 14 136,000 12 72,500 2 63,500

宮 崎 県 8 34,000 8 32,000 0 2,000

鹿児島県 11 81,000 18 108,000 -7 -27,000

そ の 他 3 23,724 5 45,000 -2 -21,276

総　　計 1,136 7,833,715 1,202 7,422,493 -66 411,222

06年度
歳末募金

前年度比
07年度

歳末募金

西
区
の
福
岡
舞
鶴
高

校
・
付
属
中
学
校
や

山
口
県
光
市
の
光
高

校
の
生
徒
た
ち
の
よ

う
に
、
わ
ざ
わ
ざ
街

頭
募
金
を
し
て
集
め

て
下
さ
っ
た
方
々
も

お
り
、
今
年
度
も
大

勢
の
方
々
の
善
意
の

結
集
と
協
力
で
大
き

な
成
果
を
得
る
こ
と

が
出
来
た
。

　歳末募金は例年通り、第一次分として
福岡､山口､長崎３県の９２カ所の児童養
護施設や母子施設の子どもたちへ新入学
・卒業の祝い品をプレゼントする。
　対象は今春、小学校に入学予定の子ど
も、中学・高校を卒業予定の生徒たち。
事前のアンケート調査の結果、92施設の
７５７人の子どもたちを対象に、新入学
児童には、ランドセルやリュックサック
(水筒付き)､手提げ(筆箱付き)､雨具セッ
ト、図書カードのいずれか希望の品を、
中学・高校を卒業予定の子どもたちには
目覚し時計か図書カードを贈る。
　更に第二次分として福岡、山口両県共
同募金会や児童福祉連絡会、交通遺児を
支える会､九州盲導犬協会､福岡・北九州
のいのちの電話、北九州あゆみの会、障
害福祉ボランティア協会など福祉10団体
に活動助成金を贈ることにしている。

92施設､75７人に文具など贈る
新入学･卒業祝い品

福祉10団体には助成金

　
街
頭
で
集
め
た
募
金
を
寄
付
す
る
福

岡
市
の
舞
鶴
高
校
付
属
中
の
生
徒
た
ち

　
大
勢
の
美
術
フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
た
歳
末

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
即
売
展(

北
九
州
会
場
で)

　全国各地の著名作家の方々の絶大なご協力による当
社会事業団恒例の歳末チャリティー「全国寄贈書画・
陶工芸品即売展」が今年度も07年12月１、２日の北九
州展を皮切りに、山口市と福岡市の計３会場、延べ６
日間開催され、各会場とも待ちわびた大勢の美術愛好
家らで賑わい、盛況のうちに閉幕した。

　
今
年
度
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
展
に
は
、
部

門
別
に
、
洋
画
家
４

２
４
人
、
７
３
４
点

▽
日
本
画
家
１
２
０

人
、
２
２
８
点
▽
陶

芸
家
２
３
７
人
、
３

９
１
点
▽
工
芸
・
彫

刻
家
35
人
、
86
点
▽

書
家
27
人
、
79
点
▽

高
僧
・
神
官
52
人
、

１
８
１
点
▽
芸
能
・

文
化
関
係
者
37
人
、

66
点
、
合
わ
せ
て
９

３
２
人
の
方
々
か
ら

１
７
６
５
点
（
前
年

度
１
７
６
８
点
）
も

の
作
品
を
ご
寄
贈
頂

い
た
。
こ
れ
ら
に
前

年
度
ま
で
の
残
と
し

て
引
き
継
い
だ
約
１

２
０
０
点
を
加
え
、

総
点
数
約
３
０
０
０

点
の
大
規
模
な
即
売

展
と
な
っ
た
。

　
今
回
と
く
に
目
立

っ
た
の
は
新
し
い
先

生
方
か
ら
の
ご
出
品

で
、
各
会
場
で
も
話

題
に
な
っ
て
い
た
。

今
年
度
、
新
規
に
１

０
０
人
以
上
の
先
生

方
に
お
願
い
状
を
出

し
た
ほ
か
、
従
来
か

ら
お
願
い
状
は
出
し

て
い
た
が
、
ご
都
合

が
悪
く
ご
出
品
で
き

な
か
っ
た
先
生
、｢

社

会
に
役
立
て
れ
ば
」

と
自
ら
お
申
し
出
頂

い
た
先
生
な
ど
、
計

63
人
の
先
生
方
か
ら

初
め
て
ご
出
品
頂
き

賑わったチャリティー即売展

作家932人が1765点を寄贈

合
わ
せ
て
１
０
５
点

も
の
初
出
品
作
品
が

各
会
場
を
飾
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
呼
び
か
け
る

　◇会場別出品数と販売数
06年度

の残数 北九州 山　口 福　岡 合　計

洋 　画 588 281 284 168 1321

日本画 181 80 93 56 410

陶 　芸 172 153 145 92 562

工芸・彫刻 18 31 32 23 104

宗　 教 95 69 62 50 276

書 　家 88 25 28 26 167

芸能・文化 50 20 23 23 116

合計 1192 659 667 438 2956

販売点数 497 291 359 296 1443

07年度会場別出品数

　
ま
た
、
来
場
を
お

願
い
す
る
お
客
様
へ

の
周
知
に
は
、
昨
夏

に
立
ち
上
げ
た
ば
か

り
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
て
Ｐ
Ｒ
。

開
催
日
時
や
会
場
な

ど
の
周
知
は
も
ち
ろ

ん
、
出
品
作
品
の
一

部
を
写
真
で
紹
介
す

る
な
ど
し
て
、
一
人

で
も
多
く
の
方
々
の

来
場
や
購
入
を
呼
び

掛
け
た
。
そ
の
効
果

も
あ
っ
て
か
、
各
会

場
と
も
開
場
を
待
ち

切
れ
な
い
人
た
ち
が

列
を
つ
く
る
ほ
ど
の

盛
況
だ
っ
た
。

　
こ
の
結
果
、
今
年

度
は
出
品
者
数
・
点

数
と
も
前
年
度
を
わ

ず
か
に
下
回
っ
た
が

総
売
り
上
げ
は
約
２

１
０
０
万
円
余
と
前

年
度
に
比
べ
１
３
０

万
円
余
の
増
収
と
な

っ
た
。
経
費
を
差
し

引
い
た
約
９
０
０
万

円
の
益
金
は
社
会
福

祉
基
金
と
し
て
、
各

種
の
福
祉
団
体
へ
の

助
成
金
や
障
害
児
ら

の
療
育
キ
ャ
ン
プ
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
無
認
可
施
設
へ

の
助
成
な
ど
、
各
種

の
福
祉
事
業
資
金
と

し
て
活
用
す
る
。

総
額
４
３
９
６
万
円
贈
る

中越沖地震救援金

３
次
分
の
寄
付
で
終
了

　
毎
日
新
聞
社
と
同
社

会
事
業
団
は
こ
の
ほ
ど

新
潟
県
中
越
沖
地
震
被

災
者
救
援
金
の
第
３
次

分
を
被
災
地
・
新
潟
県

に
贈
っ
た
。
こ
れ
で
３

次
に
わ
た
る
全
て
の
義

援
金
を
贈
り
終
え
、
募

金
を
終
了
し
た
。
東
京

・
大
阪
・
西
部
の
３
事

業
団
に
寄
せ
ら
れ
た
義

援
金
総
額
は
２
２
２
３

件
、
４
３
９
６
万
０
５

８
２
円
に
の
ぼ
り
、
被

災
者
の
復
興
資
金
に
充

て
ら
れ
る
。

　
中
越
沖
地
震
は
昨
年

７
月
16
日
に
発
生
、
１

１
０
０
人
を
超
す
死
傷

者
が
出
る
な
ど
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
。

毎
日
新
聞
社
と
同
社
会

事
業
団
で
は
直
後
か
ら

救
援
金
を
呼
び
掛
け
、

同
８
月
９
日
に
第
１
次

分
と
し
て
１
０
０
０
万

円
を
緊
急
に
被
災
地
の

新
潟
県
に
贈
っ
た
。
続

い
て
同
９
月
と
11
月
に

第
２
次
分
３
２
５
８
万

０
２
８
１
円
を
、
以
後

に
寄
せ
ら
れ
た
１
３
８

万
０
３
０
１
円
を
今
年

１
月
16
日
に
第
３
次
分

と
し
て
日
本
赤
十
字
社

新
潟
県
支
部
を
通
じ
て

被
災
地
に
届
け
た
。

　
西
部
社
会
事
業
団
に

は
総
額
１
６
２
件
、
３

０
３
万
２
２
９
６
円
が

寄
せ
ら
れ
た
。
募
金
の

大
半
は
直
後
の
７
、
８

月
に
集
中
し
た
が
、
こ

の
中
に
は
「
フ
ァ
ン
へ

の
恩
返
し
に
」
と
１
０

０
万
円
を
寄
付
し
た
福

岡
市
の
博
多
新
劇
（
中

島
明
社
長
）
の
よ
う
な

大
口
寄
付
も
あ
っ
た
。

　
ご
協
力
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
の
発
展

向
上
に
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
個
人
や
団

体
を
顕
彰
す
る
08
年

度
の
第
38
回
「
毎
日

社
会
福
祉
顕
彰
」(

毎

日
新
聞
社
会
事
業
団

主
催
、
厚
生
労
働
省

・
全
国
社

会
福
祉
協

議
会
後
援)

の
推
薦
募

集
が
始
ま
っ
た
。
締

切
り
は
５
月
31
日
。

　
こ
の
福
祉
顕
彰
は

１
９
７
１(

昭
和
46)

年

の
創
設
以
来
、
毎
年

３
～
４
人
を
顕
彰
、

昨
年
ま
で
に
特
別
賞

を
含
め
個
人
１
１
５

人
と
33
団
体
を
顕
彰

し
た
。
対
象
は
、
社

会
福
祉
分
野
に
お
け

る
①
学
術
＝
優
れ
た

研
究
②
技
術
＝
独
創

的
な
科
学
技
術
の
導

入
③
創
意
＝
独
創
的

な
発
想
、
創
意
・
工

夫
で
業
績
を
上
げ
た

④
奉
仕
＝
長
年
、
福

祉
活
動
を
継
続
⑤
勤

勉
＝
福
祉
施
設
な
ど

に
30
年
以
上
勤
続
、

か
つ
顕
著
な
成
績
を

上
げ
た
、
な
ど
。

　
応
募
は
他
薦
の
み

で
、
各
県
社
会
福
祉

協
議
会
か
毎
日
新
聞

西
部
社
会
事
業
団
、

毎
日
新
聞
各
県
支
局

に
あ
る
所
定
の
応
募(

推
薦)

用
紙
で
〒
８
０

２
―
８
６
５
１
　
北

九
州
市
小
倉
北
区
紺

屋

町
13

の

１

、

毎

日

新

聞

西

部

社

会

事

業

団(

０
９
３
・
５
５
１

・
６
６
７
５)

へ
。

　
９
月
中
旬
ご
ろ
に

審
査
結
果
を
毎
日
新

聞
紙
上
で
発
表
。
受

賞
者
に
は
賞
金
各
１

０
０
万
円
と
賞
牌
を

贈
呈
す
る
。

第
38
回｢

毎
日
社
会
福
祉
顕
彰｣

を
募
集

締
め
切
り
は
５
月
31
日


